
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                 
 
 
 
 

 

  

 

   ♪質問・ご意見がありましたら 広報担当まで  

 

ＱＱ
のの
会会  

第９号 

広報部 

香香
川川
県県
糖糖
尿尿
病病
療療
養養
指指
導導
士士  

  

 

  
 
 
 
 
 

看
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

第
７
回
「
Ｑ
の
会
」 

総
会
・
研
修
会
報
告 

 

６
月
２
９
日
中
澤
氏
家
薬
業
会

議
室
に
お
い
て
、
第
７
回
「
Ｑ
の
会
」

研
修
会
・
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 今

回
の
研
修
会
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
「
今
後
開
催
し
て
欲
し
い
研
修

会
」
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
今
注
目
を
集

め
て
い
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て

と
い
う
こ
と
で
、
８
０
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。 

講
師
に
は
神
戸
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
西
市
民
病
院
で
糖
尿
病
看
護

認
定
看
護
師
・
糖
尿
病
療
養
指
導
士

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
畑
中
あ

か
ね
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。 

今
回
は
「
糖
尿
病
と
フ
ッ
ト
ケ

ア
」
の
テ
ー
マ
で
、
午
前
中
は
糖
尿

病
を
持
つ
人
の
足
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
・
予
防
的
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
流
れ
と

フ
ッ
ト
ケ
ア
の
基
礎
知
識
に
つ
い

て
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ッ
ト

ケ
ア
全
般
に
わ
た
る
わ
か
り
や
す

い
説
明
で
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ

て
い
き
ま
し
た
。 

午
後
よ
り
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
技
術
に

つ
い
て
の
講
義
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
角
質
除
去
・
爪

切
り
・
や
す
り
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
お

互
い
に
演
習
し
あ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
演
習
し
な
が
ら
出
て
き
た
疑
問

に
つ
い
て
先
生
に
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
技
術
を
確
認
し
て
い
き

ま
し
た
。
実
際
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
、
教
え
て
い
た
だ
き
、
具
体
的
で

よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
フ

ッ
ト
ケ
ア
を
通
し
て
私
た
ち
の
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
の
お
話
も
あ

り
、
私
た
ち
も
さ
ら
に
フ
ッ
ト
ケ
ア

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

研
修
会
後
、
平
成
２
０
年
度
Ｑ
の

会
総
会
が
あ
り
、
平
成
１
９
年
度
の

事
業
・
会
計
報
告
後
、
平
成
２
０
年

度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
で
会
則
の

一
部
改
正
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

研
修
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

研
修
会
参
加
の
き
っ
か
け
は
、

「
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
重
要
性
を
学
ぶ

た
め
」
が
５
２
名
と
最
も
多
く
、「
実

践
に
役
立
つ
知
識
技
術
を
学
ぶ
た

め
」
が
３
３
名
で
し
た
。 

研
修
会
に
参
加
し
て
目
的
は
達

成
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
「
お
お

い
に
」
４
３
名
「
ま
あ
ま
あ
」
１
８

名
で
し
た
。
「
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
必
要

な
知
識
・
基
本
的
な
技
術
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
」
「
実
際
自
分
で
や
っ

て
み
て
力
加
減
等
が
実
感
で
き
た
」

と
い
う
意
見
や
「
実
技
を
も
う
少
し

や
り
た
か
っ
た
」
「
経
験
が
も
う
少

し
必
要
だ
と
感
じ
た
」
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。 

研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
現
場

で
活
用
で
き
る
か
と
い
う
問
い
に

対
し
て
は
、
「
お
お
い
に
」
３
６
名

「
ま
あ
ま
あ
」
２
０
名
「
あ
ま
り
」

５
名
で
し
た
。
理
由
と
し
て
は
「
具

体
的
で
わ
か
り
や
す
く
フ
ッ
ト
ケ

ア
の
実
践
に
役
立
つ
」
「
日
常
ケ
ア

と
共
に
足
病
変
の
観
察
に
も
役
立

て
る
」
と
い
う
意
見
や
、
「
フ
ッ
ト

ケ
ア
の
時
間
が
と
れ
る
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。 

内
容
は
期
待
通
り
だ
っ
た
か
に

つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
お

お
い
に
」
か
「
ま
あ
ま
あ
」
と
答
え
、

「
講
師
の
先
生
の
講
義
も
わ
か
り

や
す
く
、
ス
ラ
イ
ド
も
充
実
し
て
い

た
」
「
実
践
の
場
が
あ
り
、
楽
し
か

っ
た
」
「
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
内
容

だ
っ
た
」
と
い
う
理
由
で
し
た
。

今
後
、
希
望
す
る
研
修
会
と
し
て

は
、「
糖
尿
病
合
併
症
に
つ
い
て
（
症

例
検
討
会
）
」「
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
実
技

に
つ
い
て
」「
薬
物
療
法
に
つ
い
て
」

「
生
活
習
慣
の
改
善
が
守
れ
な
い

人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
」

「
患
者
が
行
動
変
化
を
起
こ
せ
る

糖
尿
病
教
室
に
つ
い
て
」
等
、
多
く

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
他
の
意
見
と
し
て
、
「
会
場

が
地
図
で
は
少
し
わ
か
り
に
く
か

っ
た
」
「
展
示
ブ
ー
ス
を
見
学
す
る

時
間
が
も
う
少
し
欲
し
い
」
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

下
の
グ
ラ
フ
も
御
参
照
く
だ
さ

い
。 

  
発
行
所 
香
川
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士
看
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会 

 

 
 

 
 

     

学
会
・
研
修
会
の
ご
案
内

  

認
定
更
新
の
た
め
の
研
修
単
位
が
取
得
で
き
る
予
定
の
研
修

会
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

☆
第
４
６
回
社
団
法
人
香
川
県
栄
養
士
会 

病
院
栄
養
士
協
議

会 

糖
尿
病
指
導
者
研
修
会
・
・
・
第
２
群
１
単
位 

日
時
：
２
０
０
８
年
９
月
１
３
日
（
土
）
１
３
時
３
０
分
よ
り

場
所
：
高
松
テ
ル
サ 

連
絡
先
：
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
７
‐
８
３
１
‐
８
１
２
６ 

 
 
 
 

高
松
赤
十
字
病
院 

栄
養
課 

黒
川
有
美
子
先
生

 ☆
第
２
３
回 

日
本
糖
尿
病
合
併
症
学
会
・
・
・
第
２
群
２
単
位

 

日
時
…
２
０
０
８
年
１
０
月
３
日
（
金
）
〜
４
日
（
土
） 

 

場
所
…
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
） 

 

連
絡
先
…
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
２
‐
７
０
７
‐
７
２
７
６ 

 

☆
日
本
糖
尿
病
学
会 

中
国
・
四
国
地
方
会 

第
４
６
回
総

会
・
・
・
第
２
群
４
単
位 

日
時
：
２
０
０
８
年
１
１
月
１
４
日
（
金
）
〜
１
５
日
（
土
）

場
所
：
宇
部
全
日
空
ホ
テ
ル 

連
絡
先
…
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
３
６
‐
２
２
‐
２
３
４
２ 

 

☆
第
４
３
回
糖
尿
病
学
の
進
歩
・
・
・
第
２
群
４
単
位 

日
時
…
２
０
０
９
年
２
月
２
０
日
（
金
）
〜
２
１
日
（
土
）

場
所
…
長
野
県
松
本
文
化
会
館
な
ど 

連
絡
先
…
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
‐
３
２
６
３
‐
８
６
９
３ 

 ☆
第
７
回
日
本
フ
ッ
ト
ケ
ア
学
会
・
・
・
第
２
群
２
単
位 

日
時
：
２
０
０
９
年
２
月
２
７
日
（
金
）
〜
２
８
日
（
土
）

場
所
：
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
・
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜 

連
絡
先
：
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
‐
５
４
０
３
‐
７
８
３
９ 

 

 
 

 

◆
編
集
後
記
：
吹
く
風
に
秋
を
感
じ
始
め
た
こ
の
頃
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
Ｑ
の
会
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
は
引
き
続
き
「
会
員
の
皆
様
の

声
」
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
近
況
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
報
担
当 

串
田
久
美

 
 

 

専
門
分
野(

糖
尿
病)

に
お
け
る
質

の
高
い
看
護
師
育
成
研
修
始
ま
る 

 

香
川
県
と
看
護
協
会
の
主
催
に
よ

る
専
門
分
野
（
糖
尿
病
）
に
お
け
る
質

の
高
い
看
護
師
育
成
事
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

昨
年
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
研

修
が
８
月
１
６
日
よ
り
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。
４
０
日
間
の
研
修
で
、
講
義

及
び
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
研
修
施

設
で
実
践
し
ま
す
。
臨
床
に
生
か
せ
る

様
に
充
実
し
た
講
義
と
、
研
修
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

初
日
の
１
６
日
は
香
川
県
看
護
協

会
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
「
フ
ッ
ト
ケ

ア
の
実
際
」
に
つ
い
て
京
都
大
学
医
学

部
附
属
病
院
の
糖
尿
病
認
定
看
護
師

で
あ
る
大
倉
瑞
代
先
生
の
講
義
が
あ

り
ま
し
た
。
１
２
名
の
参
加
者
と
共
に

一
般
の
受
講
生
３
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
診
療
報
酬
改
正
に
伴
う
糖
尿
病

合
併
症
管
理
加
算
の
為
に
看
護
師
が

行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
く
、

フ
ッ
ト
ケ
ア
の
実
際
と
共
に
、
セ
ル
フ

ケ
ア
行
動
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
足
病

変
の
リ
ス
ク
の
評
価
・
ケ
ア
計
画
の
立

案
・
目
標
の
設
定
・
評
価
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
の
講
習
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

第
１
６
回
糖
尿
病
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー 

開
催
予
定 

 

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
と
共
に
午
前

中
は
講
演
を
聞
き
、
午
後
よ
り
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

日
時
：
平
成
２
０
年
１
０
月
２
６
日

 

９
時
３
０
分
〜
１
５
時
３
０
分 

場
所
：
栗
林
公
園 

連
絡
先
：
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
７
‐
８
２
３
‐
７
０
８
１ 

 

「
Ｑ
の
会
」
プ
チ
研
修
会
開
催
予
定 

 

日
時
：
平
成
２
０
年
１
１
月
８
日
（
土
）

 

１
３
時
３
０
分
〜
１
４
時
３
０
分 

場
所
：
香
川
県
立
中
央
病
院 

テ
ー
マ
：
認
定
看
護
師
に
つ
い
て 

看
護
外
来
に
つ
い
て 

 

日
時
：
：
平
成
２
１
年
１
月 

場
所
：
さ
ぬ
き
市
民
病
院 

８月３０日 

  研修会風景 

①おおいに ②まあまあ ③あまり ④ほとんど ⑤無回答 

 

第
７
回
研
修
会
参
加
者
８
０
名
の

う
ち
６
１
名
よ
り
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 
 

 

 

現場で活用できるか

②
33%

③8%

①
59%

目的は達成したか

①
70%

②
30%

内容は期待通りだったか

①
80%

⑤２%②
18%

 

  

 

平成２０年 

第
８
回
「
Ｑ
の
会
」
研
修
会
御
案
内 

  

日
時
：
１
０
月
１
８
日
（
土
） 

１
３
時
４
５
分
か
ら
１
７
時
１
０
分

 

場
所
：
中
澤
氏
家
薬
業
会
議
室 

 
 

（
綾
歌
郡
綾
川
町
陶1

1
9
3
-
7

）

メ
イ
ン
テ
ー
マ 

『
家
族
看
護
』 

―
「
糖
尿
病
を
も
っ
て
生
き
る
人
々

と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
」
― 

講
師
：
広
島
大
学
医
学
部 

 

保
健
学
研
究
科 

教
授 

森
山
美
知
子 

先
生

 

参加した目的（複数可）

0 10 20 30 40 50 60

④ＣＤＥ単位取得

③施設・ 上司からの勧め

②フッ トケアの重要性を学ぶ

①実践に役立つ 知識・ 技術を学ぶ

人数

 


